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鏡
野
町
の
特
産
品
と
い
え
ば
、
ヒ
ラ
メ

（
ア
マ
ゴ
）、
姫
と
う
が
ら
し
製
品
、
葉
わ

さ
び
、
ウ
ラ
ン
ガ
ラ
ス
製
品
、
木
材
、
ト

マ
ト
、
山
菜
お
こ
わ
、
お
茶
、
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
鏡
野
町
域
で

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
特
産
品
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

津
山
藩
主
の
森
家
の
記
録
で
あ
る
「
武ぶ

家け

聞ぶ
ん

伝で
ん

記き

」
に
は
、
鏡
野
町
域
の
特
産
と

し
て
、
村
ご
と
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

越
畑
村
「
杉
丸
太
」、
公
保
田
村
「
樋ひ

竹だ
け

」、
久
田
村
「
鮎あ

ゆ

・
石
灰
」、
中
谷
村

「
茶
・
樋
竹
」、
才
原
村
（
上
齋
原
・
下
斎

原
）「
杉
丸
太
・
木
地
・
栗
丸
太
・
栗
板
・

葺ふ
き

板い
た

・
鳥
も
ち
」、
井
指
（
湯
指
村
）「
舟

薪
」、
奥
津
村
「
白
土
」、
女
原
村
「
独う

活ど

」、

富
村
「
炭
」、
大
成
村
「
皮
付
ノ
炭
」、
村

以
外
の
産
物
と
し
て
は
三
国
仙（
上
齋
原
）

「
独
活
」、
無
量
寺
（
入
）「
榧カ

ヤ

」

　

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
樋
竹
」
と
は
、
表

面
に
溝
が
入
っ
て
中
身
が
詰
ま
っ
た
希
少

な
竹
で
、
茶ち

ゃ

杓し
ゃ
く

の
材
料
な
ど
に
な
り
ま
す
。

「
木
地
」
は
木
で
制
作
し
た
椀
や
盆
・
柄

杓
な
ど
の
木
製
品
、「
葺
板
」
は
屋
根
を

葺
く
板
、「
鳥
も
ち
」
は
、
樹
皮
や
果
実
な

ど
か
ら
作
っ
た
粘
着
性
の
物
質
で
、
鳥
や

昆
虫
な
ど
を
捕
ま
え
る
の
に
使
わ
れ
た
も

の
、「
独
活
」
は
山
菜
の
ウ
ド
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、『
作
陽
誌
』
に
掲
載
さ

れ
る
も
の
と
し
て
、
越
畑
や
上
齋
原
・
奥

津
・
富
は
「
巨
木
良
材
を
出
す
」、
安
尾

山
（
上
齋
原
村
）「
山
独
活
を
産
す
る
こ

と
量
多
し
」、
土
肥
谷
（
上
齋
原
村
）「
杉

木
多
く
、
山
民
木
を
伐
り
て
板
を
削
る
」、

恩
原
「
独
活
・
蕨わ

ら
び

薇
ぜ
ん
ま
い

を
産
す
」、
扇
山（
上

齋
原
村
）、
嗅か

ぎ

谷だ
に

（
奥
津
川
西
村
）、
井
内

山
（
長
藤
村
）、
扇
山
（
富
東
谷
村
）、
大お

お

阿あ

曽そ

宇う

山
（
富
西
谷
村
）
で
は
、村
の
人
々

が
炭
を
焼
い
て
い
る
と
書
か
れ
て
お
り
、

柯か
ら

伐き
り

山
（
大
村
）
で
は
「
炭
を
製
し
薪
を

樵こ

る
」
と
あ
り
ま
す
。
大お

お

奈な

留る

山
（
大
村
）

は
、
村
人
に
津
山
藩
に
納
め
る
炭
を
焼
か

せ
る
た
め
、
一
般
の
人
は
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
「
禁
山
」
と
し
、
こ
こ
で
焼
か
れ

た
炭
は
「
富
皮か

わ

附つ
き

炭
」
と
い
い
、
現
在
の

兵
庫
県
川
西
市
一
庫
付
近
で
焼
か
れ
て
い

た
、
当
時
国
内
で
も
有
名
な
「
池
田
炭
」

の
よ
う
に
品
質
が
良
か
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、中
谷
上
村
と
仲
間
村
（
富
仲
間
）

の
境
に
あ
る
松ま

つ

乢が
た
わ

に
は
紙
師
が
い
て
「
中

谷
厚
紙
」
を
生
産
し
て
お
り
、
久
田
川
で

は
「
ア
ユ
・
マ
ス
・
ミ
ゴ
イ
・
ウ
グ
イ
・

ハ
エ
・
ア
メ
（
ヒ
ラ
メ
）
有
り
」、
土
生

村
に
は
銅
を
産
出
す
る
鉱
山
が
あ
っ
た
よ

う
で
、
近
く
の
久
田
下
原
市
場
に
お
い
て

苫
田
ダ
ム
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
見
つ

か
っ
た
江
戸
時
代
の
銅
の
製
錬
所
跡
（
札ふ

だ

ノ
尾
遺
跡
）
が
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
山
間
部
に
お
い
て
は

「
た
た
ら
製
鉄
」
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
た
た
ら
製
鉄
を
行

う
集
落
（
山
内
）
は
、
村
の
社
会
と
は
隔

絶
し
た
組
織
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の

記
録
に
は
省
か
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
う
し
て
概
観
す
る
と
、
江
戸
時
代
の

特
産
品
の
中
に
は
川
魚
、
山
菜
、
木
材
、

茶
な
ど
現
在
で
も
特
産
品
と
さ
れ
て
い
る

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
木
炭
生
産
も
近

年
復
活
の
兆
し
が
見
え
て
お
り
、
古
く
か

ら
地
域
の
経
済
や
産
業
を
支
え
て
き
た
産

物
が
、
時
代
を
超
え
た
現
在
で
も
特
産
品

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
の
は
、
地
域
の

人
々
と
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
力
が
大
き

か
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
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